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Abstract

　The literature suggests that the fi eld of sport business management belongs to sport study 

and consists not only of sport-oriented theoretical fi ndings from an academic perspective, but 

also of unobservable knowledge and industry experiences from a practical perspective. The 

purpose of this paper is to （1） defi ne the fi eld of sport business management as an academic 

discipline and as a practical fi eld, （2） explain the link between the sport industry and sport 

management education specifi cally at the university level, （3） provide a deeper understanding 

of the unique aspect of sport business management in relation to sport study that includes 

sport philosophy, history, and sociology, and （4） identify the current roles of sport business 

management based on Chalip’s （2006） six managerial topics in contemporary society. This 

study builds a conceptual foundation based on previous research in divergent disciplines that 

are helpful for addressing some new insights and challenges in the field of sport business 

management. The conclusions derived from the study provide numerous starting points of 

research, education, and practice in the management of sport-oriented businesses.

　Key words： sport study, sport business management, the sport industry, sport management 

education

スポーツ学再考
─スポーツビジネスマネジメントの立場から─

吉田政幸1）

Reconsidering Sport Study: A Sport Business Management 

Perspective
Masayuki YOSHIDA



びわこ成蹊スポーツ大学研究紀要　第９号40

１．はじめに

　藤井（2004）によると，スポーツ学（sport 

study）とは科学的知見に加え，現代科学によ

って未だ説明のつかない「現場における経験

知」をも含めた知識体系であり，運動科学

（Kinesiology），体育学（physical education），

健康科学（health science），スポーツ科学

（sport science）の更に上位概念として位置づ

く抽象度の高い学問領域として理解すること

ができる．この定義を基礎とし，著者が専門

とするスポーツビジネスマネジメント領域を

スポーツ学の下位概念として捉えると，「ス

ポーツビジネスのマネジメントに関して蓄積

してきた科学的知見に加え，スポーツ産業界

の実務担当者の経験知も含めた学問的知識体

系」と定義することができる．本稿は，この

定義で示すスポーツビジネスマネジメントに

関して更に理解を深めるために，スポーツビ

ジネスマネジメントに関連する主要な国際学

会（i.e., North American Society for Sport 

Management: NASSM，European Associa-

tion for Sport Management: EASM）で活発

に議論されてきたスポーツマネジメントの学

術的な独自性に関する見解を紹介し，それら

を現場の経験知や人文社会学的な哲学や思想

を含めたスポーツ学の認識と照らし合わせる

ことで，スポーツ学におけるスポーツビジネ

スマネジメントについて考えたい．

２． スポーツビジネスマネジメントとは

2-1． 専門領域としてのスポーツビジネスマネ

ジメント

　スポーツビジネスマネジメントという概念

は，その名の通りスポーツ，ビジネス，マネ

ジメントという三つのキーワードから構成さ

れる（図１）．ジレ（1952）やカイヨワ（1990）

のスポーツの定義を踏襲すると，スポーツと

はルールによって統制された遊戯的，身体

的，競争的，かつ技術的活動として捉えられ

る．次にビジネスについては，この場合，公

益性のあるスポーツという文化的活動を産業

化させる営みを指し（仲澤，1999），具体的に

はスポーツ活動，スポーツ用品，スポーツ施

設，その他スポーツ関連グッズやサービスの

生産と市場への供給を通じて営まれる営利事

業である．三つ目のキーワードのマネジメン

トは，スポーツという文化的活動を産業化す

る際に求められる専門能力を示しており，組

織論，マーケティング，経済学，ファイナン

ス，法学，広報などの専門性の総体である

（Chelladurai, 2001; Slack, 1998）．

図1　 スポーツビジネスマネジメントを構成する
主要概念

　スポーツビジネスマネジメントを定義する

際に注意しなければならない点として，この

場合実践的な定義と学術的な定義の二種類が

あることが挙げられる．すなわち，今日のス

ポーツ組織が将来に向けて存続するために欠

かすことのできない組織的機能を，実践的あ

るいは学術的に捉えた概念がスポーツビジネ

スマネジメントである．実践的には，スポー

ツや運動に関する営利事業を行う組織の管理

運営がスポーツビジネスマネジメントであり

（Chelladurai, 2001），その際に必要とされる

専門性の観点から，スポーツ活動やそれに関

係するプロダクト（モノおよびサービスを含

む）を中心に扱う組織の事業計画，人材の組

織化，経営資源の管理，予算策定，事業評価

に関する一連の能力と定義される（Parks 

and Quarterman, 2003）．一方で，NASSMの

定義によると，学術的にはスポーツビジネス
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マネジメントを，スポーツ，運動，ダンス，

遊びなどに関連する営利事業の管理運営業務

やそれに関するマネジメント論を理論的かつ

応用的に体系化した知識の集合と定義するこ

とができる（NASSM, 2011）．このNASSMの

定義は，スポーツビジネスの実践に関する知

識を理論的に蓄積することがスポーツビジネ

スマネジメントにおいていかに重要であるか

を示唆しており，スポーツ学が含めようとす

る「現場の経験知」の真理を突き止め，科学

的な説明を加えようとする試みによってこの

分野の研究が動機付けられることが理解でき

るだろう．

2-2．大学教育とスポーツ産業

　スポーツビジネスマネジメント領域の研究

者は，様々なスポーツ競技団体やスポーツ関

連企業とそこで陣頭指揮を執る経営者を育成

するための知識を生み出す責任があり

（Slack, 1998），もし仮に学問領域としてのス

ポーツビジネスマネジメントがスポーツビジ

ネスの専門家を十分に輩出していないなら，

この領域の存在意義は著しく危うい状況にあ

ると言わざるを得ない（Weese, 1995）．スポ

ーツビジネスマネジメントという学問領域は

その学術的成果の実践的な有効性が試される

分野であり，他のスポーツ学領域に比べ，現

場における経験知を科学的知見へと変換する

作業に対する期待が高い．これは急速に変化

する社会情勢の中にスポーツ産業が存在し，

そこで活動するスポーツ経営者は効率的かつ

効果的な経営手法をスポーツビジネスマネジ

メントの論理に求めることに起因するだろ

う．現場担当者と研究者の連携が極めて重要

な分野の一つが，スポーツビジネスマネジメ

ントである．

　図２は北米（アメリカ，カナダ）の大学で

スポーツマネジメントプログラムを開講する

大学を対象に，カリキュラム内容を調査した

結果明らかになった主な専門領域を示してい

る（Brassie, 1989; Slack, 1998）．それによる

と，組織論，マーケティング，ファイナンス，

法学，広報などのビジネス関連の授業に加

え，スポーツ史，スポーツ哲学，スポーツ社

会学などのスポーツの文化的・社会的背景に

関する科目も含まれることが明らかとなっ

た．特にこの傾向は，運動科学，体育学，レ

クリエーション，ツーリズムなどとともにス

ポーツビジネスマネジメントを設置する大学

に多くみられ，一方，経営学部でスポーツビ

ジネスマネジメントを教える大学ではスポー

ツの文化的素養に関する授業が必ずしも整っ

ているとは限らないようである（Brassie, 

1989; Slack, 1998）．

図2　 スポーツビジネスマネジメントのカリキュ
ラム（Brassie, 1989; Slack, 1998）

　わが国においても，スポーツマネジメント

コースが全国各地で乱立する中，体育スポー

ツ系学部の中で開設されるスポーツビジネス

マネジメントと経営学部や経済学部の中で開

設されるスポーツビジネスマネジメントの違

いが議論されるようになった．これら二つの

プログラム間の相違点は，Brassie（1989）や 

Slack（1998）が指摘するように，スポーツの

文化的設立過程について理解を深める授業が

整備されているか否かと，もう一つはスポー

ツマネジメントという学問領域自体の独自性

について教える概論科目が開講されているか

どうかである（松岡，2007）．

　ところが，体育スポーツ系学部がスポーツ
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の文化的側面の理解をスポーツビジネスマネ

ジメントの中にも求める一方で，スポーツ産

業界が求める人材の資質の主な条件の中に

は，人文社会系の知識があまり含まれないよ

うである（図３，DeSensi et al., 1990; Slack, 

1998）．これは，スポーツ関連企業が契約を

取り付け，売上増加に貢献できる人材（いわ

ば即戦力）を求める傾向にあることを示して

おり，その場合，スポーツの文化的・社会学

的理解の重要度は決して高くない（Slack, 

1998）．

図3　 スポーツ産業界で求められる人材
（DeSensi et al., 1990; Slack, 1998）

　しかしながら，今日のスポーツビジネスに

山積するドーピング，選手獲得における裏

金，施設建設と環境破壊，スポンサー向けの

テレビ番組作りとルール変更などの問題の多

くは，スポーツの文化的，社会的，倫理的理

解の欠如によって生じる場合が大半である

（Lumpkin et al., 2003）．スポーツにおける利

他的な価値観（フェアプレー，スポーツマン

シップ，道徳心，公共性）と利己的な価値観

（勝利至上主義，営利主義，資本主義，個人主

義）のバランスが崩れ，ビジネスとしての経

済発展を過度に追及した際に，こうした問題

の多くは引き起こされる（Lumpkin et al., 

2003）．今こそ，スポーツビジネスの専門家

一人ひとりにスポーツの文化的側面（中核的

要素）を破壊しない方法でスポーツを産業化

させるバランス感覚が求められており，この

調整力を養うためにはスポーツの人文社会学

的知識の獲得が避けられない（仲澤，1999）．

このように考えると，体育スポーツ系学部で

開講するスポーツビジネスマネジメントに関

連する授業は，経営学部に比べるとビジネス

としての側面（特に経済，金融，会計など）が

弱いものの，スポーツの文化的側面を含めた

充実したプログラムであるといえよう（図４）．

図4　 産業界からの要請と大学教育のギャップ
（Brassie, 1989; Slack, 1998）

３． スポーツビジネスの専門家がマネジ
メントすべき6つの実践トピック

　ここまで，専門領域としてのスポーツビジ

ネスマネジメントが，現場における実践的な

ビジネスと強く結びついた分野であり，スポ

ーツという文化活動を産業化させる際にはビ

ジネス関連の知識と併せて，スポーツの文化

的・社会学的知識が必要であることを説明し

図5　 スポーツビジネスの専門家がマネジメント
すべき6つの実践トピック（Chalip, 2006）
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た．このようにスポーツビジネスマネジメン

トのカリキュラムの枠組みについては

Brassie（1989）や Slack（1998）の研究報告

を基に特定できたが，一方で今日のスポーツ

ビジネスマネジメントが独自性を発揮するた

めに，その焦点を具体的にどのような産業領

域に合わせるべきかという疑問については継

続的な議論が必要である．この問題に関連し

て，Chalip（2006）は現代社会においてスポ

ーツという文化活動が産業化される際にマネ

ジメント機能が特に求められる６つのトピッ

クを紹介している（図５）．

　Chalip（2006）の説明によると，（1）健康

増進，（2）公共サービス，（3）経済発展，（4）

共同体意識の形成，（5）国家威信の発揚，（6）

環境対策を挙げており，これらの領域は今日

の体育スポーツ系学部がその下に位置づく学

科やコースを構成する際の分類と共通する点

が多い．例えば，2003年に開学したびわこ成

蹊スポーツ大学のトレーニング健康コース

（e.g., 健康増進），学校スポーツコース（e.g., 

公共サービス），スポーツビジネスコース

（e.g., 経済発展），地域スポーツコース（e.g., 

共同体意識の形成），コーチングコース（e.g., 

国家威信の発揚），情報戦略コース（e.g., 国家

威信の発揚），野外スポーツコース（e.g., 環境

対策）で展開される教育研究活動は，Chalip

（2006）が紹介する６つのトピックと見事に

一致しており，新しく設立されたスポーツ専

門大学が，時代のニーズに答えながらコース

を編成していることがわかる．

　Chalip（2006）のタイポロジーに関連して

もう一つ重要な点は，スポーツビジネスマネ

ジメントが直接的に関連する経済発展以外の

５つのトピックにおいても，その機能を発揮

すべきということである．すなわち，体育ス

ポーツ系学部の所属学科・コースの教育研究

トピックの，ビジネスマネジメントを担う領

域がスポーツビジネスマネジメントであり，

今日幅広い分野との連携が期待されている．

この連携こそが，スポーツ学におけるスポー

ツビジネスマネジメントの最大の特徴であ

り，経営学部のスポーツビジネスマネジメン

トと大きく異なる点である．この連携を可能

にするためには，まずは汎用性の高いスポー

ツビジネスマネジメントの理論を構築してい

くことが不可欠である．松岡（2010）は，応

用学としてのスポーツビジネスマネジメント

において，普遍的な基礎が欠落した研究や教

育を繰り返し続けることは，学術領域として

の価値を低下させるとことにつながると指摘

している．マネジメントの理論に触れず，ス

ポーツ現場の旬な事例の紹介や特定イベント

に関する調査報告書の発表などは，時代が過

ぎると陳腐化していく運命にあり，学術的な

価値は乏しい．Chalip（2006）が提唱する６

つのトピックにおいて機能する汎用性の高い

スポーツマネジメント理論の構築がまずは求

められる．

４．結論

　21世紀に入ってから10年が過ぎ，市場の国

際化，科学技術の発展，地球環境の変化がま

すます進行している．この転換期において，

市民が以前にも増して「より良い社会の実

現」を目指し，環境保全，国際平和，民主化

政策などを中心として倫理的な問題に関心を

寄せるようになってきている．このような状

況の中，これまで大々的に注目されることの

なかったスポーツビジネスを巡る諸問題が，

以前にも増して取り立たされるようになって

きている．このことは現代社会でスポーツビ

ジネスにかかる期待が，スポーツ文化を尊重

した形での産業的発展であり，スポーツ文化

を歪めてまで富を追求する利益搾取ではない

ことを意味しているものと考えられる．わが

国のスポーツビジネスマネジメントにおいて

も，時代を反映した論理を構築する必要があ

り，そのためにはスポーツの文化的側面の理

解を深めながらスポーツビジネスマネジメン

トに関する理論を演繹的に導出していくとと

もに，スポーツ産業界の実務担当者の経験知
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の理論化も帰納的に図りながらバランスの良

い学問的知識体系へとまとめ上げていかなけ

ればならない．このように考えると，スポー

ツの文化的側面と産業的側面を学術的に調和

させた分野がスポーツ学におけるスポーツビ

ジネスマネジメントということになり，そこ

で築いた論理を実践に応用する術を学生たち

に教えることが，スポーツ学の中のスポーツ

ビジネスマネジメント教育であろう．
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